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　はじめに

新観音ヶ池は鹿児島県いちき串木野市港町の

「観音ヶ池市民の森」の中に位置し，大里川水系

重信川下流域の農業用水を確保するために 1960

年に築造されたため池である（平，2015）．新観音ヶ

池の上流に位置する観音ヶ池では 2016年と 2018

年に池の水抜きに伴う魚類相調査が行われたが

（荻野ほか，2018），新観音ヶ池においてはこれま

でに魚類に関する調査が行われたことはなかっ

た．

2019年 10月 18日に鹿児島地域振興局農林水

産部農村整備課所管の「農村地域防災減災事業」

による斜樋・底樋改修工事にともない，新観音ヶ

池の水抜きが実施された．ため池の魚類相の把握

や今後の外来魚の影響をモニタリングするため

に，外来魚の駆除と在来種の保護を行なった．そ

の結果，標本に基づき 4科 6属 7種の魚類が確認

された．本報告では，これらの新観音ヶ池から確

認された魚類を報告する．

　材料と方法

2019年 10月 18日にいちき串木野市港町の新

観音ヶ池で水抜き調査を行なった．本調査では水

路を封鎖して魚を移動できないようにし，ポンプ

で下流の重信川へ排水した．魚類の採集にはサデ

網と手網を用い，採集された外来種はその場で駆

除し，在来種は上流の観音ヶ池に放流した．また，

採集された魚類の一部は，現場にて冷蔵したのち

研究室に持ち帰り，鮮時の色彩を撮影後，10%

ホルマリン溶液で固定，エタノールに保存し鹿児

島大学総合研究博物館（KAUM）の所蔵標本と

して登録した．標本の作製，登録，撮影および固

定方法は本村（2009）に準拠し，魚類の同定と学

名，および科の順番については中坊（2013）にし

たがった．ただしトウヨシノボリの学名表記と同

定については平嶋（2018）にしたがった．標本デー

タは登録番号の昇順記載し，標準体長は体長また

は SL，全長は TLと表記した．また，特筆すべ

き情報がある場合は備考に記した．

　結果と考察

Anguillidaeウナギ科

Anguilla japonica Temminck and Schlegel, 1846

ニホンウナギ　（Fig. 2A）
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標本　KAUM–I. 133753（全長 562.5 mm）．

備考　本種は環境省レッドリスト 2019におい

て絶滅危惧 IB類（環境省，2019），鹿児島県レッ

ドデータブックにおいて絶滅危惧 I類に選定され

Fig. 1. Photographs from ichthyofauna survey in Shin-kannonga-ike pond, Ichiki-kushikino, Kagoshima Prefecture. A: landscape of pond 
taken by UAV (unmanned aerial vehicle); B: pond after drained; C–E: landscape of survey (D: taken by UAV); F: Micropterus salmoides 
collected from the pond.

Fig. 2. Photographs of fresh fish specimens collected from Shin-kannonga-ike pond, Ichiki-kushikino, Kagoshima Prefecture. A: Anguilla 
japonica, KAUM–I. 133753, 562.5 mm TL; B: Carassius cuvieri, KAUM–I. 133740, 291.0 mm SL; C: Carassius sp, KAUM–I. 133745, 
240.3 mm SL; D: Cyprinus carpio, KAUM–I. 133741, 350.9 mm SL; E: C. carpio, KAUM–I. 133743, 473.7 mm SL: F: Lepomis 
macrochirus macrochirus, KAUM–I. 133731, 145.1 mm SL; G: L. macrochirus macrochirus, KAUM–I. 133733, 28.1 mm SL; H: 
Micropterus salmoides, KAUM–I. 133666, 214.2 mm SL; I: M. salmoides, KAUM–I. 133750, 89.6 mm SL; J: Rhinogobius sp. OR, 
KAUM– I. 133746, 29.2 mm SL; K: Rhinogobius sp. OR, KAUM–I. 133749, 31.5 mm SL
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ている（米沢・四宮，2016）．本調査では本標本

を含む 2個体が確認された．

Cyprinidaeコイ科

Carassius cuvieri Temminck and Schlegel, 1846

ゲンゴロウブナ　（Fig. 2B）

標本　KAUM–I. 133740（体長 291.0 mm），KAUM–

I. 133744（体長 331.0 mm）．

備考　本種は琵琶湖・淀川水系の固有種であ

るが，「ヘラブナ」と呼ばれ釣りの対象魚として

全国各地への湖沼へ放流されているため（藤田，

2019），本調査で得られた個体も人為的な放流に

より導入されたものであると考えられる．本調査

において後述のギンブナと合わせて 530個体以上

が確認された．

Carassius sp.

ギンブナ　（Fig. 2C）

標本　KAUM–I. 133739（体長 232.4 mm），KAUM–

I. 133745（体長 240.3 mm）．

備考　2018年に上流の観音ヶ池での調査の際

に本種が確認され，その後下流に位置する新観

音ヶ池に放流されたため（荻野ほか，2018），観音ヶ

池由来の個体も含まれていると考えられる．

Cyprinus carpio Linnaeus, 1758

コイ　（Fig. 2D, E）

標本　KAUM–I. 133741（体長 350.9 mm），KAUM–

I. 133742（体長 370.3 mm），KAUM–I. 133743（体

長 473.7mm）．

備考　本標本を含む 38個体が確認された．ま

た，緋鯉が 1 個体（KAUM–I. 133743，Fig. 2E）

確認された．日本在来のコイは琵琶湖の一部に遺

存しているのみであり（馬渕，2017），本調査で

確認された個体は大陸から導入された飼育型のコ

イである．

Centrarchidaeサンフィッシュ科

Lepomis macrochirus macrochirus Rafinesque, 1819

ブルーギル　（Fig. 2F, G）

標本　KAUM–I. 133731–133734，133758–133829，

135200–136499，計 1376 個体（体長 20.3–160.0 

mm）．

備考　本種は特定外来生物に指定されている

（環境省，2019）．今回の調査で確認された魚類の

中では個体数が最も多かった．観音ヶ池における

水抜き調査（荻野ほか，2018）の結果と同様に，

幼魚から成魚まで幅広い成長段階の個体が採集さ

れたため，本種は新観音ヶ池においても再生産を

行っていると思われる．調査後の池には採集でき

なかった小型のブルーギルが多数確認され，本調

査で採集された倍以上の個体数が生息していたと

考えられる．

Micropterus salmoides (Lacepède, 1802)

オオクチバス　（Fig. 2H, I）

標本　KAUM–I. 133662–133669，133735–133738，

133750–133752， 計 15 個 体（ 体 長 89.2–326.1 

mm）．

備考　本種は上記のブルーギルと同様に環境

省により特定外来生物に指定されている（環境省，

2019）．上流に位置する観音ヶ池では本種は確認

されなかったが（荻野ほか，2018），新観音ヶ池

では本標本を含む 40個体を超えるオオクチバス

が確認された．

Gobiidaeハゼ科

Rhinogobius sp. OR

トウヨシノボリ　（Fig. 2J, K）

標本　KAUM–I.133746–133749，133830–866，計

41個体（体長 19.8–39.1 mm）．

備考　本種の学名表記は平嶋（2018）にした

がった．本標本の他に，調査後の池からは採集し

きれなかった本種が多数確認された．

水抜き調査の結果，新観音ヶ池では特定外来

生物に指定されているオオクチバスとブルーギ

ル，ならびにコイなどの国外外来種，国内外来種

であるゲンゴロウブナが多く確認された．このこ

とから釣り人などによる放流が行われていた可能

性が示唆され，今回の水抜きによる駆除後の動向

を注視する必要がある．本調査で確認された在来
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の魚類であるニホンウナギとトウヨシノボリは遡

上能力が高い魚類であり（越川，1989；藤田，

2019），新観音ヶ池と下流の重信川を繋ぐ水路か

ら遡上してきたと考えられる．また，魚類以外の

脊椎動物では要注意外来生物に指定されているミ

シシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans 

(Wied-Neuwied, 1839)が 1個体（Fig. 3A），日本固

有種であるニホンイシガメ Mauremys japonica 

(Temminck and Schlegel, 1838）が 1個体（Fig. 3B）

確認された．
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